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� ●洲崎青年団とその資料について

洲
崎
青
年
団
と 

そ
の
資
料
に
つ
い
て

本
年
度
、
横
浜
市
史
資
料
室
は
金
沢
区
の

洲
崎
町
内
会
よ
り
、
関
東
大
震
災
後
～
太
平
洋

戦
争
期
に
わ
た
る
「
洲
崎
青
年
団
関
係
資
料
」

の
寄
贈
を
う
け
た
。
そ
の
点
数
は
一
○
○
点

に
す
ぎ
な
い
が
、
農
村
の
青
年
団
と
は
趣
き

を
異
に
し
た
活
動
が
垣
間
見
え
る
も
の
で
あ

り
、
興
味
深
い
。

資
料
を
受
納
す
る
に
先
立
ち
、
本
年
二
月

一
九
日
（
日
）、
洲
崎
町
内
会
館
に
お
い
て
、

町
民
向
け
の
資
料
披
露
会
が
催
さ
れ
た
。
朝

一
○
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
こ
の
催
し
を

聞
き
つ
け
た
洲
崎
町
民
の
方
々
が
来
館
し
、

実
際
の
資
料
を
手
に
取
り
、
内
容
を
確
認
し
、

自
ら
の
父
親
・
祖
父
や
親
族
の
名
前
を
見
つ

け
て
は
声
を
あ
げ
て
い
た
（
図
1
）。
こ
の

資
料
の
存
在
を
知
ら
な
い
方
も
少
な
く
な
く
、

町
内
会
の
役
員
を
つ
と
め
る
数
人
が
、
資
料

の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
、
町
内
会
と
し
て
の
意

志
を
統
一
し
て
、
市
史
資
料
室
へ
の
寄
贈
の

合
意
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
経
緯
が
あ
る
。

小
稿
は
、
後
世
の
洲
崎
町
民
に
対
し
て
資
料

の
寄
贈
と
保
管
の
経
緯
を
知
ら
せ
る
こ
と
を

目
的
に
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

「
若
連
中
」か
ら「
青
年
会
」へ

か
つ
て
「
青
年
団
」
と
い
う
も
の
が
存
在

し
た
事
実
を
体
験
的
に
知
っ
て
い
る
世
代
も

い
れ
ば
、
知
識
程
度
に
し
か
知
ら
な
い
世
代

も
い
る
。
若
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、「
何
?

そ
れ
」
の
反
応
だ
っ
て
あ
り
う
る
。

近
代
日
本
の
青
年
団
は
、
近
世
の
青
年
集

団
で
あ
る
「
若
連
中
」「
若
イ
衆
」
の
伝
統

を
ひ
く
地
域
の
組
織
で
あ
る
。「
若
連
中
」は
、

一
○
代
後
半
か
ら
三
○
才
台
前
半
ぐ
ら
い
ま

で
の
男
子
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
近

世
の
ム
ラ
や
マ
チ
の
中
核
に
は
神
社
が
あ
り
、

そ
の
氏
子
組
織
が
「
若
連
中
」
の
母
体
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
寄
り
合
い
場
と
し
て
神
社

に
集
ま
り
、
あ
る
い
は
「
若
者
宿
」
を
建
て

る
場
合
も
あ
っ
た
。
若
者
た
ち
は
、
日
常
の

生
業
に
従
事
す
る
時
間
を
さ
け
て
、
夜
間
を

と
も
に
過
ご
し
、
夜
警
や
緊
急
出
動
に
備
え

た
。
年
齢
集
団
の
な
か
で
は
、
先
輩
が
後
輩

に
対
し
て
、
地
域
で
の
守
り
ご
と
や
、
農
商

業
な
ど
の
職
能
上
の
技
術
の
伝
習
も
お
こ
な

わ
れ
、
地
域
で
「
一
人
前
」
と
な
る
訓
練
の

場
と
な
っ
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
「
若
連

中
」
は
祭
礼
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。

「
若
連
中
」
の
内
部
に
は
、
年
齢
的
あ
る

い
は
地
域
内
の
階
層
に
根
ざ
し
た
統
制
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
破
る
者
に
対
し
て
、

制
裁
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、

「
蛮
風
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
母
体
と
な
る
氏
子

組
織
の
閉
鎖
性
は
そ
の
ま
ま
「
若
連
中
」
に

も
引
き
継
が
れ
、
往
々
に
し
て
他
所
と
の
争

論
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
も
蛮
風
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
。

明
治
二
一
（
一
八
八
九
）
年
公
布
の
市
制

町
村
制
に
よ
り
、
行
政
上
の
「
村
」（
行
政

村
）
が
成
立
し
、
近
世
の
ム
ラ
や
マ
チ
の
自

然
村
は
「
字
」
と
し
て
行
政
村
の
一
部
と
な

る
が
、
そ
れ
で
も
生
活
上
の
基
盤
で
あ
る
自

然
村
は
温
存
さ
れ
、
独
自
性
を
保
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
か
ら

「
若
連
中
」
の
蛮
風
を

改
良
し
て
、
新
し
い
時

代
に
対
応
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
、
青
年
層
や

地
域
の
篤
志
家
の
な
か

か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
一

部
は
「
青
年
会
」
と
名

乗
る
集
団
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。「
青
年
会
」

は
、
小
学
校
教
員
を
招

い
た
夜
学
会
や
講
習
会

な
ど
を
開
き
、
教
養
を

積
ん
で
い
っ
た
。

二
〇
世
紀
初
頭
、
日

本
は
日
露
戦
争
に
勝
っ

た
も
の
の
、
戦
費
の
ば

く
大
さ
に
比
較
し
て
賠

償
は
乏
し
く
、
戦
後
の

租
税
負
担
と
し
て
地
域

に
重
く
の
し
か
か
っ
た
。

一
方
で
都
市
の
工
業
化

が
本
格
化
し
、
地
域
を

離
れ
て
賃
労
働
者
化
す
る
若
者
が
現
れ
る
。

ム
ラ
や
マ
チ
で
生
ま
れ
、
そ
こ
で
育
ち
、
成

長
し
て
い
く
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
普
通
で
あ

っ
た
も
の
が
、
流
動
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
内
務
省
と

文
部
省
が
そ
れ
ぞ
れ
地
方
自
治
の
強
化
と
青

年
団
体
の
善
良
な
発
展
を
企
図
し
た
指
導
を

開
始
す
る
。
模
範
的
な
優
良
青
年
団
体
の
事

例
を
紹
介
し
て
、
行
政
村
に
有
効
な
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
全
国
に
普
及
さ
せ
て
い
っ

た
。
明
治
四
三
（
一
九
一
○
）
年
に
は
、
名

古
屋
市
で
全
国
青
年
大
会
が
開
か
れ
、
全
国

の
青
年
が
一
堂
に
会
す
る
催
し
が
も
た
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
青
年
団
体
が
政
治
的
・
社
会

的
に
期
待
を
集
め
、
各
地
の
青
年
団
体
の
活

動
に
つ
い
て
の
情
報
が
伝
わ
る
な
か
で
、
横

浜
市
域
で
も
い
く
つ
か
の
実
践
事
例
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
大
正
初
期
の
磯
子
青
年
会
に

よ
る
、
磯
子
～
岡
村
間
の
新
道
建
設
や
、
大

正
三
（
一
九
一
四
）
年
五
月
開
通
の
柴
青
年

会
主
導
に
よ
る
、
柴
～
寺
前
地
区
を
ト
ン
ネ

ル
で
結
ぶ
里
道
建
設
な
ど
で
あ
る
。（
平
野「
記

図１　洲崎町内会館での青年団資料展示会の様子　平成29年2月19日　洲崎・岩渕栄一氏提供
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念
絵
は
が
き
の
世
界
」『
市
史
通
信
』
第
二

七
号
、『
蒼
穹
の
下
魚
鱗
耀
き
し
地　

柴
漁
業

協
同
組
合
史
』
一
九
九
〇
年
刊
）。
公
道
を
公

費
の
み
で
つ
く
る
の
で
な
く
、
青
年
た
ち
の

労
働
奉
仕
を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
村
費
負

担
の
軽
減
が
も
く
ろ
ま
れ
、
地
方
自
治
の
強

化
と
青
年
団
体
の
発
展
が
具
体
的
に
結
び
つ

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
内
務
・
文
部
両

省
の
指
導
が
す
す
む
な
か
で
、「
青
年
会
」
は

し
だ
い
に
「
青
年
団
」
と
自
ら
名
乗
る
よ
う

に
な
り
、
行
政
村
単
位
の
「
本
団
」
活
動
に

重
心
が
移
っ
て
い
く
。

明
治
神
宮
造
営
と
青
年
団

全
国
の
青
年
を
動
員
し
、
有
益
な
存
在
と

し
て
社
会
的
に
認
知
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た

も
の
が
、
明
治
神
宮
造
営
奉
仕
運
動
で
あ
っ

た
。
明
治
神
宮
の
造
営
は
、
大
正
期
の
一
大

国
家
事
業
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
大
戦
時
～

戦
後
の
物
価
高
騰
と
労
働
力
払
底
に
よ
っ
て

工
事
が
遅
れ
た
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、
内

務
省
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
○
月
、

全
国
の
青
年
団
に
呼
び
か
け
、
参
加
費
自
弁

で
上
京
さ
せ
て
、
勤
労
奉
仕
を
さ
せ
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
。

勤
労
奉
仕
は
一
○
日
間
で
、
宿
舎
は
用
意

す
る
。
朝
夕
の
講
習
会
と
行
事
を
お
り
込
む

か
た
ち
で
、
労
力
を
提
供
さ
せ
た
。
神
宮
内

苑
の
造
営
奉
仕
は
、
大
正
一
一
年
一
二
月
ま

で
続
き
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
青
年
一

八
九
団
体
、
延
べ
一
一
、
一
二
九
名
が
参
加

し
た
。
こ
の
と
き
各
地
の
青
年
団
は
樹
木
の

苗
を
携
え
て
参
加
し
、
こ
れ
が
植
樹
さ
れ
て

今
日
の
明
治
神
宮
の
森
と
な
っ
た
。

勤
労
奉
仕
は
外
苑
工
事
で
も
継
続
し
て
取

り
組
ま
れ
、
戦
後
恐
慌
下
の
大
正
九
（
一
九

二
○
）
年
三
月
か
ら
関
東
大
震
災
直
前
の
一

二
年
八
月
ま
で
、
計
一
一
八
団
体
、
延
べ
五
、

三
一
四
名
の
参
加
実
績
を
残
し
た
。
こ
の
造

営
奉
仕
に
参
加
し
た
青
年
団
員
に
対
し
て
外

苑
地
区
に
土
地
が
恩
賜
さ
れ
た
。
そ
の
土
地

に
は
、
青
年
た
ち
が
上
京
し
明
治
神
宮
を
参

拝
す
る
拠
点
と
し
て
、
全
国
青
年
の
募
金
を

も
と
に
日
本
青
年
館
が
建
設
さ
れ
、
前
後
し

て
指
導
組
織
と
し
て
の
大
日
本
聯
合
青
年
団

が
設
立
さ
れ
た
。

神
奈
川
は
東
京
に
接
し
て
地
理
的
に
近
い

が
、
神
宮
造
営
に
参
加
す
る
者
は
少
な
く
、

内
苑
工
事
で
は
全
国
最
下
位
の
沖
縄
五
二
名

に
次
ぐ
五
五
名
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
津
久
井

郡
の
青
年
た
ち
で
あ
り
、
横
浜
市
域
か
ら
は

な
か
っ
た
。
ま
た
外
苑
工
事
に
県
下
青
年
の

参
加
は
な
か
っ
た
。

表
1
は
、
神
宮
内
苑
造
営
の
勤
労
奉
仕
に

参
加
し
た
各
県
青
年
団
数
・
員
数
を
上
位
と

下
位
に
つ
い
て
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
東

京
と
接
す
る
神
奈
川
県
の
参
加
少
数
と
同
じ

よ
う
に
、
遠
方
の
た
め
奉
仕
へ
の
参
加
数
が

乏
し
い
と
単
純
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
東
北
で
は
上
位
の
宮
城
・
秋
田

に
対
し
て
、
下
位
の
福
島
・
青
森
・
岩
手
。

九
州
で
は
上
位
の
大
分
に
対
し
て
下
位
の
佐

賀
・
熊
本
・
宮
崎
・
鹿
児
島
、
と
い
っ
た
次

第
で
あ
る
。

造
営
奉
仕
は
、
閉
塞
し
た
日
常
の
青
年
た

ち
に
、
上
京
の
動
機
を
与
え
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
、
指
導
者
育
成
の
側
面
も
あ
っ
た
。
加

え
て
呼
び
か
け
に
呼
応
し
た
青
年
団
は
、
ほ

ん
の
一
握
り
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
日
本
青
年
館
の
建
設
と
い
う
道
の

り
を
青
年
た
ち
に
与
え
た
こ
と
の
意
味
は
、

奉
仕
と
そ
の
成
果
と
し
て
の
建
築
と
社
会
的

認
知
と
の
三
位
を
結
ぶ
、
直
接
的
・
象
徴
的

な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

国
家
事
業
の
遅
延
に
際
会
し
て
、
地
元
青

年
団
を
奉
仕
活
動
に
駆
り
立
て
る
こ
と
へ
の

積
極
的
な
意
欲
は
、
も
っ
ぱ
ら
指
導
者
の
意

識
に
帰
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
参
加
員
数

ト
ッ
プ
の
静
岡
県
は
、
こ
の
造
営
奉
仕
を
案

出
し
た
造
営
局
総
務
課
長
兼
内
務
省
書
記
官
・

田
沢
義
鋪
の
前
任
地
で
、
田
沢
は
安
倍
郡
長

時
代
に
郡
下
の
青
年
団
を
指
導
し
、
奉
仕
活

動
を
実
際
に
試
行
し
た
実
績
が
あ
っ
た
。
の

ち
に
田
沢
は
「
青
年
団
の
父
」
と
呼
ば
れ
る

が
、
安
倍
郡
で
の
事
績
を
た
た
え
る
地
元
民

は
多
く
、
そ
の
よ
う
な
指
導
者
の
存
在
が
参

加
実
績
に
反
映
し
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
遠
隔
地
で
あ
る
場
合
、
参
加

費
用
を
青
年
た
ち
が
ま
か
な
え
た
と
は
考
え

に
く
い
。
篤
志
家
の
支
援
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
し
、
生
業
を
空
け
る
こ
と
へ
の
地
域
の
理

解
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
青
年
団
運
動
に

対
す
る
地
元
の
理
解
と
指
導
者
の
有
無
。
こ

れ
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
自
主

性
を
重
ん
じ
る
こ
と
が
、
青
年
団
に
対
す
る

内
務
省
・
文
部
省
の
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
。

洲
崎
青
年
団
員
の
構
成
に
つ
い
て

洲
崎
青
年
団
は
、
金
沢
町
（
旧
金
沢
村
）

青
年
団
の
下
位
組
織
に
あ
る
、
旧
村
（
大
字
）

支
部
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
度
の
金
沢
町
青
年
団
の
予
算
書
に
記
さ
れ

た
支
部
負
担
金
に
よ
れ
ば
、
金
沢
町
青
年
団

は
七
支
部
。
各
支
部
団
員
の
概
数
は
、
野
島

一
○
○
・
洲
崎
五
○
・
町
屋
一
五
・
寺
前
三

○
・
柴
四
五
・
谷
津
二
二
・
富
岡
四
五
で
あ

り
、
洲
崎
は
野
島
に
次
い
で
大
き
な
団
員
数

で
あ
っ
た
。

谷
津
を
の
ぞ
く
金
沢
町
青
年
団
の
六
支
部

は
海
に
面
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
が
漁
村
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
漁
撈
中
心
の
浦
方

は
、
野
島
・
柴
・
富
岡
で
、
そ
の
他
三
支
部

の
各
村
は
江
戸
時
代
は
「
磯
付
百
姓
村
」
と

し
て
漁
業
は
食
用
・
肥
料
用
に
か
ぎ
り
認
め

ら
れ
て
い
た
村
で
あ
っ
た
（
平
野
「
昭
和
期

横
浜
漁
業
の
歴
史
的
前
提
」『
横
浜
市
史
資

料
室
紀
要
』
第
七
号
）。
浦
方
と
磯
付
百
姓
村

と
の
関
係
は
、
そ
の
後
ま
で
地
域
の
あ
り
方

を
規
定
し
、
明
治
漁
業
法
の
下
で
は
、
洲
崎

に
わ
ず
か
に
ウ
ナ
ギ
漁
が
認
め
ら
れ
た
以
外
、

厳
密
な
意
味
で
漁
民
は
そ
の
他
三
支
部
に
存

在
し
な
か
っ
た
。

表１　神宮内苑造営奉仕青年団
府県名 団体数 人員数

400名以上 静岡 18 1,120 
宮城 13 774 
岡山 10 596 
岐阜 10 592 
秋田 8 484 
山口 8 472 
愛知・広島 8 459 
大分 7 414 

60名以下 青森・岩手・長野・富山・
高知・佐賀・熊本・宮崎・
鹿児島

1 60 

福島 1 56 
神奈川 1 55 
沖縄 1 52 

資料：�『大日本青年団史』（1942年刊）p137-p139
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昭
和
五
（
一
九
三
○
）
年
に
編
集
さ
れ
た

「
昭
和
五
年
度
以
降　

支
部
団
員
名
簿
」
か

ら
、
入
団
年
度
別
に
団
員
の
職
業
構
成
を
示

し
た
（
表
2
）。
記
録
上
の
精
粗
が
あ
り
、

確
定
的
な
数
字
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
「
海
産
業
」
は
わ
ず
か
1
名
で
、「
職

工
」「
工
員
」「
機
械
工
」
が
圧
倒
的
多
数
を

占
め
る
。
加
え
て
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
工
員
、

そ
し
て
金
沢
に
進
出
し
た
日
本
製
鋼
所
な
ど

軍
需
工
場
の
工
員
と
し
て
具
体
的
に
記
さ
れ

て
い
る
者
も
い
る
。
農
業
者
は
昭
和
五
（
一

九
三
○
）
年
ま
で
は
確
認
で
き
、
そ
れ
以
降

の
入
団
者
は
い
ず
れ
も
在
団
中
に
工
員
に
転

じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
職
業
構
成
の
青
年
団
は
、
農

山
漁
村
の
青
年
団
と
比
較
し
て
団
結
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
仕
事
上
の
繁
閑
の

サ
イ
ク
ル
が
揃
わ
な
い
。
ま
た
年
長
者
か
ら

の
技
術
や
知
識
の
伝
承
と
い
う
青
年
集
団
の

機
能
が
充
分
に
発
揮
で
き
な
い
、
な
ど
の
理

由
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
も
あ
ろ
う
、
洲
崎
支
部
「
大
正

拾
四
年
度　

記
録
簿
」
に
よ
れ
ば
、
大
正
一

四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
一
日
の
集
会
は
、

関
東
大
震
災
関
連
と
思
わ
れ
る
講
演
会
が
企

画
さ
れ
て
い
た
が
、「
午
後
七
時
よ
り
講
演

会
を
開
く
は
ず
の
処
、
会
員
ノ
出
席
者
四
五

名
に
す
ぎ
ず
是
非
な
く
講
演
会
は
取
止
め
と

な
る
」
と
あ
る
。
震
災
後
二
年
に
し
て
講
演

会
の
流
会
。
講
演
者
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の

事
態
を
う
け
て
、
九
月
十
二
日
の
幹
部
会
で

は
「
支
部
会
員
指
導
に
関
す
る
件
」
が
協
議

さ
れ
、
会
合
の
前
に
ラ
ッ
パ
を
も
っ
て
知
ら

せ
、
幹
部
は
点
呼
を
お
こ
な
い
出
席
簿
に
記

す
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
翌
年
四
月

一
日
の
「
会
員
出
席
奨
励
ノ
規
定
」
と
し
て

明
文
化
さ
れ
、「
修
養
会
、
集
会
、
事
業
等

ニ
出
席
優
等
者
ニ
対
シ
年
度
末
ニ
之
ヲ
表
彰

ス
」
と
し
て
、
正
賞
銀
メ
ダ
ル
、
副
賞
銅
メ

ダ
ル
を
授
与
し
て
参
会
を
促
す
こ
と
と
し
て

い
る
。

洲
崎
青
年
団
資
料
に
つ
い
て

洲
崎
青
年
団
資
料
は
、
合
計
一
○
○
点
で

あ
り
、
当
室
で
再
整
理
す
る
以
前
に
、
洲
崎

町
内
会
で
仮
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
○
○
点
の
資
料
と
は
い
え
、
神
奈
川
県

青
年
団
連
合
会
の
雑
誌
『
武
相
の
若
草
』
一

○
冊
（
大
正
一
四
年
二
月
～
昭
和
三
年
五
月
、

不
揃
い
）
や
、
出
征
し
た
団
員
か
ら
の
封

書
・
は
が
き
類
な
ど
約
六
○
点
を
除
け
ば
、

文
書
・
写
真
類
は
三
○
点
弱
で
し
か
な
い
。

仮
目
録
の
配
列
に
し
た
が
っ
て
、
再
整
理
を

実
施
し
た
が
、
以
下
主
た
る
資
料
に
つ
い
て

簡
単
な
紹
介
を
し
た
い
。

青
年
団
の
活
動
の
基
本
と
な
る
も
の
は
、

規
約
で
あ
る
。「
規
約
綴　

洲
崎
青
年
団
」

〔
資
料
№
1
〕
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年

「
金
沢
村
青
年
会
洲
崎
支
部
規
約
」、
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
「
金
沢
町
青
年
団
規
約
」

な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
金
沢
村
に

町
制
が
布
か
れ
る
時
期
に
青
年
会
か
ら
青
年

団
へ
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
昭
和
六
年
「
支
部
細
則
」
も
あ
る
。

「
団
員
名
簿
」
は
、
表
紙
に
昭
和
四
年
度
と

五
年
度
の
記
載
の
あ
る
二
点
〔
№
2
・
№
3
〕

が
あ
る
が
、
前
者
は
単
年
度
の
名
簿
で
あ
り
、

後
者
は
昭
和
五
年
度
段
階
で
在
籍
し
て
い
た

団
員
、
お
よ
び
そ
の
後
加
入
し
た
団
員
を
書

き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
氏
名
、
生
年
月
日
、

入
団
・
退
団
年
月
日
、
備
考
（
役
員
と
し
て

の
履
歴
等
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
奨
励
規
約
及
出
席
簿
」
と
題
し
た
文
書
は
、

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
度
～
昭
和
一
五図２　�洲崎青年団の『会誌』『青年』（表紙・「会誌綴」より）  �

大正13年　執筆者各自が孔版原紙を「ガリ切り」したと思
われ、統一した誌面となっていない。

表2　洲崎青年団員の職業別構成
教師・
吏員ほか 職工・工員など 工業・建設業 農水産 商業 運輸・社員・店員

教
師
公
吏

郵
便
局
員

職
工
・
工
員
・
機
械
工

海
軍
工
員

日
本
製
鋼
職
工

湘
南
工
機
職
工

石
川
島
造
船
職
工

日
本
飛
行
機
職
工

造
船
業

印
刷
業

大
工
・
左
官
・
建
築
業

土
木
請
負

染
物
業
農
業

海
産
業
商
業

青
物
商
・
青
果
問
屋

雑
貨
商

材
木
商

洋
服
商
行
商

運
送
業

自
動
車
助
手

湘
南
電
鉄
員
社
員
店
員

大正9 1
大正10 1 1 1 1
大正11 1 1 1 2 1 1
大正12 4 2 1 1 1
大正13 3 1 1
大正14 1 2 1 1 1 1
大正15 3 1 2
昭和2 2 1 1
昭和3 1 3
昭和4 1 4 1 1
昭和5 4 3 2 1 1
昭和6 1 2 2 1 1 1
昭和7 6 1 1
昭和8 7
昭和9 10 2 1
昭和10 2 3
昭和11 6 1 1 1
昭和12 2 1
昭和13 7 2 1 1 1
昭和14 4 7 1 1
昭和15 5
昭和16 10 3 9

資料：「昭和五年度以降　支部団員名簿」　　註：団員が在団中に転職した場合、転職後の職業とした。
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（
一
九
四
○
）
年
度
ま
で
不
揃
い
で

六
点
あ
る〔
№
４
～
№
10
〕。
こ
れ
は
、

先
述
の
「
出
席
奨
励
ノ
規
定
」
に
よ

る
い
わ
ゆ
る
出
席
簿
で
あ
り
、
年
を

追
う
に
し
た
が
っ
て
、
出
席
率
が
高

ま
る
傾
向
が
見
て
と
れ
る
。

「
収
支
算
決
簿
」〔
№
11
〕、「
本
団

収
支
決
算
綴
」〔
№
12
〕
は
、
前
者

は
洲
崎
青
年
団
の
予
算
決
算
書
、
後

者
は
金
沢
町
青
年
団
の
予
算
決
算
書

の
綴
り
で
あ
る
。

本
資
料
で
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
て

い
る
の
が
、「
記
録
簿
」
と
題
さ
れ

た
四
点
で
あ
る
〔
№
13
～
№
16
〕。

記
載
内
容
は
詳
細
と
は
い
え
な
い
が
、

洲
崎
青
年
団
の
活
動
記
録
で
あ
り
、

大
正
一
四
年
か
ら
昭
和
一
四
年
ま
で

記
さ
れ
て
い
る
。

「
会
誌
綴
」〔
№
17
〕
は
、
洲
崎
青

年
団
が
発
行
し
た
「
会
誌
」
な
い
し

は
「
青
年
」（
孔
版
印
刷
）
の
綴
り

で
あ
る
。
刊
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
多
い
が
、
本
文
中
の
日
付
な

ど
か
ら
判
断
し
て
大
正
一
二
年
～
一

四
年
の
も
の
。
論
壇
・
会
務
報
告
・

常
識
科
学
・
文
苑
・
投
書
欄
な
ど
か
ら
な
り
、

団
員
み
ず
か
ら
鉄
筆
で
一
文
字
一
文
字
孔
版

原
紙
に
刻
ん
だ
団
誌
で
、
当
時
の
若
者
の
思

い
が
わ
か
る
資
料
で
あ
る
。
1
綴
し
か
残
っ

て
い
な
い
の
が
残
念
で
は
あ
る
（
図
2
）。

「
夜
警
日
誌
」〔
№
19
～
№
21
〕
は
、
タ
イ

ト
ル
通
り
、
冬
季
に
洲
崎
青
年
団
が
取
り
組

ん
だ
夜
警
活
動
の
日
誌
で
あ
る
が
、
内
容
は

参
加
者
名
と
天
候
・
感
想
な
ど
を
記
し
た
も

の
。
大
正
一
四
年
・
昭
和
五
年
と
年
不
明
の

三
点
が
あ
る
。

「〔
海
水
浴
休
憩
所
設
置
関
係
書
類
〕」〔
№

23
〕
は
、
昭
和
九
年
か
ら
一
六
年
に
わ
た
る

海
水
浴
場
休
憩
所
設
置
の
県
に
あ
て
た
許
認

可
申
請
書
類
で
あ
る
（
図
3
）。
ま
た
、
同

時
に
理
容
師
を
雇
い
、
理
髪
所
も
運
営
し
て

い
る
が
、
そ
の
契
約
書
類
も
綴
ら
れ
て
い
る
。

洲
崎
青
年
団
の
海
水
浴
場
で
の
活
動
は
、「
会

誌
綴
」
で
う
か
が
う
か
ぎ
り
、
大
正
十
一
年

七
月
に
「
土
地
発
展
上
避
暑
客
等
ノ
便
宜
上

乙
艫
海
浜
ニ
海
水
浴
公
開
脱
衣
場
ヲ
（
男
子

部
、
女
子
部
）
二
箇
所
設
置
ス
」
と
あ
り
、

関
東
大
震
災
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
事

業
で
あ
っ
た
。

写
真
類
は
、「
武
運
長
久
祈
願
」
と
題
し
た
、

鎌
倉
鶴
ヶ
丘
八
幡
宮
で
の
大
判
の
集
合
写
真

（
昭
和
一
四
年
四
月
二
九
日
）〔
№
22
〕
と
、

鎌
倉
大
仏
前
で
の
洲
崎
青
年
団
音
楽
部
の
写

真
（
ホ
テ
イ
写
真
館
見
本
／〔
№
86
〕
／
図

4
）
の
二
点
が
あ
る
。
音
楽
部
は
、
金
沢
町

の
補
助
金
で
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
九

月
二
三
日
に
太
鼓
一
・
小
太
鼓
一
・
銀
笛
一

五
を
購
入
し
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

資
料
の
公
開
に
む
け
て

本
資
料
は
、
資
料
点
数
こ
そ
少
な

い
が
、
横
浜
青
年
団
の
一
次
資
料
と

し
て
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
理
由
の
第

一
は
、
農
村
青
年
団
の
資
料
は
全
国

的
に
数
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
比
べ
て
、
都
市
近
郊
青
年
団
の
資

料
は
乏
し
く
、
職
業
編
成
か
ら
す
れ

ば
都
市
型
と
い
え
る
事
例
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
支
部
青
年

団
の
資
料
で
あ
る
こ
と
。
町
村
青
年

団
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
時
代
に
、

支
部
青
年
団
（
大
字
青
年
団
）
の
活

動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
金
沢
町
青
年
団

が
、
野
島
・
柴
・
富
岡
三
支
部
の
漁

村
青
年
団
と
、
洲
崎
支
部
の
都
市
型

青
年
団
、
そ
の
他
谷
津
・
町
屋
・
寺
前
と
の

団
員
構
成
に
差
違
が
あ
り
、
統
一
的
な
活
動

が
と
り
に
く
か
っ
た
こ
と
に
理
由
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

ま
た
、
資
料
か
ら
う
か
が
う
か
ぎ
り
、
洲

崎
青
年
団
に
は
強
力
な
指
導
力
を
発
揮
す
る

者
が
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
後
日
精
査
し
た
い
。

こ
の
洲
崎
青
年
団
資
料
を
用
い
て
、
本
年

九
月
中
旬
か
ら
、
ミ
ニ
展
示
「
洲
崎
青
年
団

と
そ
の
時
代
」（
仮
題
）
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。
資
料
そ
の
も
の
の
公
開
は
、
団
員

名
簿
な
ど
個
人
情
報
の
保
護
を
検
討
し
た
う

え
で
、
す
み
や
か
に
す
す
め
た
い
。

�

（
平
野
正
裕
）

図３　洲崎青年団経営・海水浴休憩所の「公有砂地使用願」（「〔海水浴休憩所設置関係書類〕」より）　昭和9年6月30日

図４　�洲崎青年団音楽部〔鎌倉大仏前〕昭和14年3月か　音楽隊の鎌倉行進時
の撮影とおもわれる。


